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特
に
地
方
自
治
体
に
は
、
在
留

外
国
人
が
地
域
社
会
で
の
生
活

に
円
滑
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

日
本
語
学
習
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

質
問

日
本
語
教
育
に
係
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
増
強
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

本
市
に
お
い
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
不
足
等
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
市
の
役
割
と
し

て
は
、
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
状
況
な
ど

を
周
知
す
る
こ
と
で
、
外
国
人

支
援
の
輪
が
広
が
る
よ
う
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
に
関
し
て
、
現

在
本
市
が
進
め
て
い
る
取
組
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
持
続

可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め

の
17
の
ゴ
ー
ル
（
目
標
）
と
、

そ
の
下
の
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
（
具
体
的
目
標
）
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
国
際
社
会
全
体
が

２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ

き
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

市
で
は
、
河
川
等
の
水
質
改
善

対
策
や
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
及

び
再
利
用
な
ど
、
今
後
と
も
市

民
や
事
業
者
と
協
力
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
い
う
手
法
を
利
用
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し
て
、

本
市
が
進
め
て
い
る
地
域
課
題

解
決
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

本
市
を
め
ぐ
る
地
域
課

題
と
し
て
は
、
人
口
減
少
に
よ

る
経
済
規
模
の
縮
小
な
ど
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
や
方
向
性
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
官
民
が
一
体
と

な
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問

在
留
外
国
人
が
増
加
す

る
中
、
日
本
語
教
育
推
進
法
に

係
る
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

本
市
の
子
ど
も
た
ち
に

対
す
る
日
本
語
教
育
は
、
第
十

小
学
校
及
び
第
三
中
学
校
の
日

本
語
学
級
で
行
わ
れ
て
お
り
、

一
般
向
け
に
は
、
館
林
市
国
際

交
流
協
会
が
主
催
す
る
日
本
語

教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
問

日
本
語
教
育
に
関
し
て
、

国
や
地
方
自
治
体
の
責
務
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

「
日
本
語
教
育
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
に
は
、
外
国

人
の
子
ど
も
、
留
学
生
及
び
就

労
者
に
対
し
、
国
と
自
治
体
が

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
日
本

語
教
育
推
進
の
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
語
教
育
推
進
法
」
と

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
取
組
に
つ
い
て

柴
田
　
信 

議
員

の
方
が
就
職
先
に
不
安
を
抱
え

て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
に
対

し
て
、
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

答

地
元
に
魅
力
の
あ
る
企

業
が
少
な
い
と
考
え
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
の
で
、
そ

の
意
識
の
解
消
に
向
け
て
、
企

業
Ｐ
Ｒ
の
充
実
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
情
報
発
信
、
企
業
ガ
イ
ダ
ン

ス
な
ど
、
地
方
企
業
に
対
す
る

若
者
た
ち
の
関
心
を
向
上
さ
せ

る
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
弱
者
に
対
す
る
取
組

質
問

全
国
で
児
童
が
被
害
者

と
な
る
事
故
が
連
続
し
て
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
本
市
に
お
け

る
通
学
路
の
安
全
確
保
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

継
続
的
な
点
検
と
対
策

の
実
施
が
必
要
と
考
え
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
通
学
路
安
全

推
進
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。

毎
年
、
通
学
路
合
同
点
検
を
実

施
し
、
危
険
箇
所
に
お
け
る
安

全
対
策
を
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト

面
の
両
面
か
ら
検
討
し
、
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。

質
問

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交

通
事
故
増
加
を
受
け
、
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
が
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
自
主
返
納
し
た

方
に
対
す
る
支
援
や
公
共
交
通

の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

タ
ク
シ
ー
補
助
券
や
路

線
バ
ス
無
料
定
期
券
の
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
の

路
線
バ
ス
等
の
公
共
交
通
で
は
、

多
様
化
す
る
移
動
需
要
に
は
応

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
年
度
か
ら

１
市
４
町
に
よ
る
地
域
の
公
共

交
通
等
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
、
行
政
や
交
通
事
業

者
の
役
割
を
定
め
る
館
林
都
市

圏
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

移
住
・
定
住
の
取
組

質
問

急
速
な
人
口
減
少
に
伴

い
、
社
会
保
障
の
負
担
増
や
学

校
統
廃
合
、
地
域
経
済
の
縮
小
、

市
税
収
入
減
に
よ
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

本
市
に
移
住
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

東
京
圏
か
ら
の
移
住
者

を
増
や
す
よ
う
、
移
住
相
談
会

の
開
催
や
通
勤
支
援
金
の
創
設
、

子
育
て
支
援
、
新
規
就
農
者
へ

の
支
援
等
を
行
い
、
魅
力
的
で

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市
が
都

市
圏
に
近
く
、
自
然
が
多
い
と

い
う
恵
ま
れ
た
環
境
を
、
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

地
元
を
離
れ
た
学
生
が

Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え
る
際
、
多
く

移
住
・
定
住
の
取
組
、

　

交
通
弱
者
に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て

松
本
　
隆
志 

議
員


